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中期経営計画の策定に関するお知らせ 

 
 当社グループは、2026 年度から 2028 年度までの 3 年間を対象とする「中期経営計画 2028」
を策定いたしましたので、以下のとおり、お知らせいたします。 
 
Ⅰ．中期経営計画策定の背景について 
  当社グループは、経営理念にある「⼈類の幸福な⽣活に貢献する」ことを実現するため、

「『⾷』と『おもてなしの⼼』で⼈やまちを笑顔に、元気に。」を「私たちの⽬指す姿（経
営の⽬的）」として、事業運営を⾏っております。 

当社グループは、⽇本国内で「８番らーめん」ブランドにより直営店やフランチャイズ
チェーンを運営するらーめん部⾨や居酒屋業態や蕎⻨業態、串焼き業態で直営店舗を運
営する和⾷部⾨を合わせた『外⾷部⾨』と、海外に「８番らーめん」ブランドのチェーン
展開を⾏う『海外事業』、当社⼯場で製造した麺製品等を主に卸販売する『外販事業』の
３つの事業セグメントにより事業展開を⾏っております。 

  当社を取り巻く経営環境は、⽇本国内の⼈⼝減少、少⼦⾼齢化という⼈⼝動態の中、コ
ロナ禍というパンデミックや令和 6 年能登半島地震等も経て、⼤きく変化しております。
当社グループは、環境変化に対応し、58 年にわたるフランチャイズチェーン運営や海外
での展開、⾃社⼯場での⾷材製造、などの強みを活かし、地域社会との調和を図りながら、
事業拡⼤を進めていくことを「中期経営計画 2028」として策定いたしました。 

 
Ⅱ．「中期経営計画 2028」について 
 １．期間 

・３年：2026 年 4 ⽉（2027 年 3 ⽉期）〜2029 年 3 ⽉（2029 年 3 ⽉期） 
 
 
 



２．基本⽅針 
①私たちの⽬指す姿 

「⾷」と「おもてなしの⼼」で、⼈やまちを笑顔に、元気に。 
  ②本中期経営計画におけるスローガン 
   北陸のソウルフードから「世界のＨＡＣＨＩＢＡＮ」へ 
 

３．⽬標 
 2028 年度(2029 年 3 ⽉期)： 

①営業収益（売上⾼と営業収⼊の合計）：125 億円 
②経常利益：５億円 

  ③店舗数 378 店（75 店増） 
国内 160 店（らーめん部⾨：130 店 和⾷部⾨：30 店）（35 店増） 
海外 218 店（40 店増） 

参考：2026 年 3 ⽉ 20 ⽇現在 合計 303 店 
国内 125 店（らーめん部⾨：114 店 和⾷部⾨：11 店） 
海外 178 店 
 

４．経営環境の変化の認識 
（１）⼈⼝減少と少⼦⾼齢化 

・お客様や従業員の年齢構成の変化 
（２）「⾷」に対するお客様の使い勝⼿の変化 

・「⾷（外⾷・中⾷・内⾷）」の嗜好や⽣活シーンでの使い分けの多様化 
（３）経済動向 

・地政学的な要因を含め様々な要因による原材料価格・エネルギーコスト等の 
⾼⽌まりや、多様な働き⽅に対応する継続的な⼈件費上昇 

（４）各種技術の進化 
・ＡＩやＤＸ化、ロボット化、フードテックなど様々な技術の著しい発展 

（５）社会貢献、環境保全への取組み 
・サステナビリティ経営を前提とした取組みや公表 
 

５．重点課題と取組み⽅針 
 【⽅針】３つの「シンカ」（進化、深化、新化）をキーワードとした事業運営 

（１）事業の「シンカ」 
【経営課題】 

チェーン運営ノウハウを活かし、既存事業の進化による持続的な成⻑基盤の強
化、新事業の創出による新化とマーケット拡⼤ 



  重点取組み①：８番らーめん事業の進化 
   ・⾦澤醤油豚⾻８番らーめんによる出店エリアの拡⼤、省⼒化による店舗収益

⼒向上、更にブランド強化による内⾷マーケットへの深耕 
  重点取組み②：海外事業の強化（深化） 
   ・出店増加（既存エリアの深耕、新エリアへの進出）、ローカライズによる  

商品⼒強化、調達供給網の整備、ハラル対応⾷材の販路拡⼤ 
     重点取組み③：和⾷の成⻑・拡⼤（新化） 
      ・既存・新業態店舗の拡⼤、省⼒化による和⾷店舗の収益⼒向上、新業態の  

ブランド化、他社と差別化できるプロ⼈財（職⼈）の育成 
（２）「シンカ」を⽀える基盤 

【経営課題】既存事業、新事業を⽀える⽀援プロセス強化による収益性改善 
 重点取組み④：｢商品開発｣｢調達｣｢製造｣の重点強化 
  ・新領域（事業、エリア）でのマーケティングと「売れる商品」開発、求める

原材料の安定調達、ＰＢ品製造拠点の最適化によるマーチャンダイジング
⼒強化、配送コスト低減への取組み 

【経営課題】事業の持続的な成⻑に繋がる⼈的資本の強化による組織⼒強化 
 重点取組み⑤：⼈財育成・職場環境改善 
  ・専⾨性を追求しプロを⾃覚する⼈財育成、報酬・教育・評価など各種⼈事  

制度の整備や福利厚⽣の充実、多様な⼈財の活躍の場作り、ＡＩ活⽤による
効率化も含めＤＸ化などで働く環境改善を推進 

【経営課題】サステナビリティ経営の基盤強化 
 重点取組み⑥：ＳＤＧｓの取り組み強化 
  ・事業と連携する社会貢献活動の継続、ＣＯ２削減の継続的取組み、⾷材廃棄

の削減や活⽤の取組みを継続 
 

６．投資計画 
 （１）ハード⾯（建物、設備） 

①新店舗：各重点領域における戦略に基づく新規出店や改装の実施 
   ②新⼯場：現状の本社⼯場、セントラルキッチンの事業拡⼤規模に対応した製造能

⼒強化・省⼈省⼒化対応の製造設備の検討、⽼朽化への対応、を検討し具体化 
   ③研究開発：フーズパーク、セントラルキッチンなどに分散している商品開発機能

を集約し、⾷の多様化に対応、更にシナジー効果を⽣む商品開発 
（２）ソフト⾯（ＩＴ関連） 

   ・基幹システム、店舗管理システム、会計システムを更新し、多様化する事業を 
ＤＸにより情報⾯から強化 

    ・戦略的マーケティングを取り⼊れ、新領域への開発、出店を強化 



７．株主還元 
 （１）⽅針 

・業績や財務状況を踏まえて、安定的かつ継続的な配当を実施 
   ・保有株式数と継続保有期間に応じた株主優待お⾷事券の贈呈、を継続 

（２）今後について 
・市場環境、当社状況により、株主還元内容を変更する可能性はあります。 

 
 ※なお、上記予想は本資料発表⽇現在において⼊⼿可能な情報に基づき作成したもので 

あり、実際の業績は今後様々な要因により予想と異なる場合があります。 
 

以上 
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１．ハチバングループの道しるべ
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創業以来の想いを胸に、地域に
愛され続ける企業を目指します。

代表取締役社長 長丸 昌功

総店舗数
303店舗
（国内125店
･海外178店）

2026年3月20日現在

連結営業収益
8,644百万円
連結経常利益

207百万円

２．ハチバンの現在地：
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３．60年の歩み

• 石川県加賀市に８番ラーメン１号店を開業
• 同年ＦＣ第１号店を開店

和食事業へ進出

加盟店・直営店合計で国内100店舗達成

1992

日本証券協会に株式店頭登録

1996

ハチバンセントラルキッチン新設

2017

「ハチバンアカデミー」新設

2019

ベトナムで１号店を出店

本社工場「ISO22000:2018」認証取得

2025

新ブランド
「金澤醤油豚骨８番らーめん」

2026

「中期経営計画2028」公表

創業60周年
2027

1984

1986 JASDAQに株式上場

2022

東証スタンダードに移行

2009 ８番らーめん泉ヶ丘店
「ISO22000:2018」認証取得

1967
1993

2020

2004

2023

2026年3月20日現在

海外1号店を出店
タイ・バンコクへ進出

ハチバンフーズパーク建設
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営業収益の推移

自己資本比率の推移

経常利益の推移

自己資本当期純利益率（ROE）の推移

４．過去５年の業績推移

（単位：百万円）
営業収益、経常利益、自己資本比率、ＲＯＥの推移

-69

224
365 463

207

2021 2022 2023 2024 2025

△5.1%

5,915
7,107 7,623 8,233 8,644

2021 2022 2023 2024 2025

62.1%
68.7%

58.8%
66.2% 67.9%

40%

60%

80%

2021 2022 2023 2024 2025

2.0%
4.9%

6.7%

1.6%

2021 2022 2023 2024 2025

0

（単位：百万円）

成長性

・営業収益は
コロナ禍から
順調に回復

・2025年度は
新事業開発や
人的資本への
投資の増加

安定性

・安定した自己
資本による
着実な経営と
今後の成長に
向けた先行
投資の実施
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2026年3月20日現在

５．事業概要

営業収益

外食事業

外販事業

海外事業

6,528百万円

1,539百万円

576百万円

セグメント
利益

海外事業

384百万円

△2百万円 外食事業

593百円

外販事業

外食事業

国内125店舗

 ８番らーめんフランチャイズ
チェーンの運営

 和食店舗の経営

114店舗
11店舗

８番らーめん
和食

外販事業

 量販店等へのラーメン、冷凍餃子
の卸売

 ハチバンeSHOPでのネット販売

海外事業

海外178店舗

 海外での８番らーめんフラン
チャイズチェーンの運営

 食料品および調味料の輸出入
および販売

175店舗（FC）

3店舗（FC）

タイ
ベトナム
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６．経営環境と経営課題

経営環境の変化 経営課題

人口減･少子高齢化､
｢食｣に対するお客様の
使い勝手の変化

原材料やエネルギー
コストの高騰､
多様な働き方､採用など
人に関する費用上昇

社会貢献､環境保全
への取組み､自然災害
リスク増大

事業の継続的拡大
チェーン運営ノウハウを活かした
新エリア・海外展開や新事業創出

収益性の改善
プロセス（接客､調理､調達等）と

設備の継続的改善

人・組織力強化
人的資本への投資､

働きがいのある職場環境作り

サステナビリティ経営
ＳＤＧｓを活用した

サステナビリティ経営の推進
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北陸地域での活動基盤
北陸でのブランド基盤と複数ブランド
展開をベースに新エリアや新業態へ拡大
省人省力化を先行して実施・検証

成長を支える人財と
強固な運営基盤
自社製造拠点のQSCを支える｢現場力｣
の強化と多様なキャリア形成を支える
｢教育･研修制度｣の充実

海外への活動拡大
タイで構築している高収益な
海外フランチャイズモデルの
ベトナムや新エリアへの展開

革新による
マーケット拡大

新業態による新エリア進出や
マーケティング、商品開発センター

による｢売れる商品｣開発

７．事業の成長ポイント

北陸のソウルフードから
「世界のHACHIBAN」へ

「シンカ」 （新化、進化、深化）

Quality：品質 Service：サービス Cleanliness：クレンリネス (清潔さ)
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８．成長への重点取組み

人財育成・
職場環境改善 ｢商品開発｣

｢調達｣｢製造｣の
重点強化

ＳＤＧｓの
取組み強化

和食の
成長・拡大海外事業の

強化

８番らーめん
事業の進化

永続可能な事業に再構築

「シンカ」 （新化、進化、深化）
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８．重点取組み 事業の「シンカ」

出店継続
（既存維持･新規拡大）

金澤醤油豚骨８番らーめん
による拡大

新エリアへの出店
(関西方面､出店形態多様化)

省人省力化追求による
収益力向上

現場検証と技術(機器等)開発

商品強化による
内食でのシェア拡大

自社工場
製品強化

内食市場の
販売強化と
ブランド発信

出店エリアや店舗数増大

（新化、進化、深化）
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８．重点取組み 事業の「シンカ」

東南アジア展開
東南アジアでの

｢８番らーめん｣店舗拡大

既存エリアにおける
QSC強化継続と
新エリアへの

日本食文化による
マーケット開拓

ローカライズと
供給網

出店国で
選ばれる味や

提供の仕組み作り

新事業領域

ハラル対応による
業務用食材の
販売拡大

・ローカライズによる
商品強化

・各国の調達･供給網
の整備

新事業領域による
収益基盤強化

（新化、進化、深化）



Copyright(C) HACHI-BAN CO.,LTD. All Rights Reserved. 13

８．重点取組み 事業の「シンカ」 （新化、進化、深化）

効率化と
ブランド構築

｢おもてなし｣
への注力による
リピーター増加

居心地の良い
食空間構築と
選ばれる店舗の
開発･展開

新業態出店と
ブランド化

省力化による既存
業態の収益力向上

拡大と
専門人財

高スキル人財
による

付加価値提供と
差異化

既存店のリロケ
ーションと

パンデミック等
への対応力強化

既存・新業態
店舗の拡大

プロ人財育成
（焼き師､そば職人等）
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８．重点取組み 「シンカ」を支える基盤

商品開発 調達 製造 物流

マーチャン
ダイジング力

強化

高品質原材料
の適正調達

製造拠点
強化

物流コスト
低減

データ活用･
マーケティング強化と
開発センターによる
｢売れる商品｣開発

調達ルートの
継続的・戦略的

見直し

省人化・省力化・
クリーン化による

品質向上と
コスト削減の
同時実現

連携先や倉庫網の
最適化による
配送先拡大と

コストコントロール

独自能力の相互連携による強固な基盤

（新化、進化、深化）
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やりがい

８．重点取組み 「シンカ」を支える基盤

昇進･昇格制度の最適化
マイスター制度（サービス､
そば打ち職人､等）の拡充

｢シンカ」を牽引する
プロ人財作り

働きやすさ
女性や多様な
人財の登用、
ITを活用した情報
共有や業務効率向上

人事評価制度の再構築､
キャリア形成を支援する
教育･研修制度などの
更なる整備

（新化、進化、深化）
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８．重点取組み 「シンカ」を支える基盤

事業連携
社会貢献

事業活動目的と
整合性を取った
ＫＰＩ設定と実行

資源循環

製造から店舗まで
廃棄食材の削減と

有効活用

環境対策

重要項目に絞り
CO2排出量削減

（新化、進化、深化）

2025年8月29日公表
2030年度達成目標(抜粋)
・店舗数 40%増
・有給休暇取得 100%
・CO2削減 42%以上
・食品リサイクル 90%超
など
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９．事業拡大目標

連結業績の成長推移（2026-2028）

収益構造の転換

店舗網の拡大戦略（国内・海外別） 海外主要市場の成長ポテンシャル

国内・海外両輪での成長

タイ

2025年
175店舗

2028年
198店舗

次なる成長の柱

2025年
3店舗

2028年
12店舗

新エリア

2025年
0店舗

2028年
8店舗

盤石な基盤のさらなる拡大

新規市場の本格開拓

ベトナム

新事業の収益化と運営効率の改善により
増収ペースを上回る利益の伸びを目指します

国内は金澤醤油豚骨８番らーめんと
新事業を中心に35店舗増、

海外は８番らーめん40店舗増を目指します。

営業収益
(億円)

+23店舗

+9店舗

３倍拡大

+8店舗
急成長市場参入

（年）

303 324
348

378

（年）

経常利益
(億円)

利益増加(約2.5倍)
利益率改善(1.6ptアップ)

連結経常利益

120億円を突破(約1.4倍)

連結営業収益

75店増加(約1.2倍)
国内(35店増)
海外(40店増)

店舗数

店舗数
(店)

企業価値の向上

成長投資と株主還元の最適化を図り､
ROE8%以上の維持･拡大を目指します｡



１０．キャッシュアロケーション
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ストック＆
キャッシュイン キャッシュアウト

資金調達

営業CF等

現預金

35億円

20億円
成長投資
（事業拡大）

株主還元
(配当)

借入金返済 等

37億円
成長投資
店舗出店資金､
設備投資､
海外進出投資等

2億円

投資方針

株主還元
配当
安定配当
株主優待継続

16億円
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１１．想定する経営リスク

外的要因 内的要因

経済・市場リスク
・景気後退､為替変動､原材料
価格の高騰
⇒為替感応度分析による為替
予約､ベンダー等との連携も
含めたSCM強化､売価設定等

戦略リスク
・判断の属人化

⇒社外取締役の選任､数値に
基づく判断基準設定

地政学的リスク
・地域紛争によるサプライ
チェーン停滞､法規制の変更
⇒徹底した進出前調査､
進出エリアのSCM強化等

災害・パンデミックリスク
・操業停止､配送不可

⇒原材料調達や製造部門､配送
ルートのバックアップ態勢
構築

オペレーショナルリスク
・業務プロセスの煩雑化

⇒IT活用による人的ミスの
排除やデータによる判断

人的投資リスク
・多様な人財確保難､離職

⇒各種人事制度の刷新､働き
やすい環境作り

法務リスク
・不祥事､各種ハラスメント

⇒改ざん防止､階層別研修､
相談窓口などの未然対策
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本資料における、将来の予想に関する記述につきましては、現時点で入手
可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は今後様々な要因
により予想と異なる場合があります。

本資料に関する問合せ先
担当：総合企画部 岡﨑

電話：076-292-0888
FAX：076-292-1538

E-mail：keiki@hachiban.co.jp
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